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１．研究計画の概要 
東アジア各地域・国家間のあつれきは、行

為主体の他者に対する感情・思想の問題にほ
かならない。本研究は、行為主体の他者に対
する感情・思想の問題を、ルサンチマン概念
を切り口として考究する。その際、ニーチェ
思想におけるルサンチマン概念をルサンチ
マン概念の機軸として位置づけ、東アジア各
地域における他者に対する行為主体の感
情・思想を考える。各地域を代表する他者に
対する行為主体の感情・思想として、日本に
おいては「怨霊信仰」を、朝鮮においては「恨
の思想」を、中国においては「報怨以徳の思
想」をそれぞれ手がかりとする。また、現代
日本が抱える問題についての文明論的診断
と、それに基づく具体的提言につなげ、現在
進行形で存在する東アジア地域における政
治的問題、経済的問題解決への一里塚となる
ことを明らかにすることをめざす。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究課題の第三年度においてまで、ルサ

ンチマン概念の確定に関連してはフリードリ
ッヒ・ニーチェやマックス・シェーラーとい
ったルサンチマン概念の主要な思想家だけで
なく、ルートヴィヒ・フォイエルバッハ、オ
ットー・フリードリッヒ・ボルノー、ヴィン
セント・ファン・ゴッホら広範な哲学者・思
想家群等に目を向け、ルサンチマン概念のさ
らなる理解を深め、論攷化した。また、日本
におけるルサンチマン研究として、神仏習合
の歴史的展開をパースペクティブとする中で
、日本におけるルサンチマン概念の変容とし
て「怨霊信仰」の研究を主題化してきた。こ
れまで平安末期・鎌倉初期までを論攷化し、
さらに研究を進めている。朝鮮半島における
ルサンチマン研究として、第一点はルサンチ
マン思想と儒教思想との結びつき、第二点は
長きにわたる外国勢力による支配との結びつ

きという観点からルサンチマン研究を推進し
た。その際、恨思想の表れを政治構造、社会
構造、文化構造、宗教領域において分析した
。たとえば、政治構造においては、権力者と
非権力者間に、社会構造においては、富める
者と貧しき者の間や両班・中人・常民・賤民
といった身分制度において恨思想の現れをみ
た。さらに、人々の言動を道徳に還元して評
価する道徳志向性との関わりで恨思想をとら
え、とりわけ朝鮮半島に受容された儒教思想
の特徴である理気二元論から分析を進めた。
これら二点に関し論攷化を行い、さらなる深
化と広範な視点からの研究を進めている。中
国文化圏におけるルサンチマン概念を考究す
るにあたっては、「報怨以徳の思想」の典拠と
なる『老子』及び春秋戦国期の儒教思想を通
覧するとともに、「身土不二」的観点から上海
、蘇州、南京地域に赴き資料収集を行い、論
攷化への準備を進めている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
本研究は、フリードリッヒ・ニーチェやマ

ックス・シェーラーといったルサンチマン概
念の主要な思想家だけでなく、広範な哲学者
・思想家群等に目を向け、ルサンチマン概念
のさらなる深化を、また、こうしたルサンチ
マン概念の東アジア地域における受容や変容
を明らかにすることをめざしている。さらに
、ルサンチマン概念の東アジア地域における
受容や変容を明らかにするにあたっては、各
地域の研究者と意見の交換をはかりつつ日本
・朝鮮半島・中国に区分し考究を進めてきた
。そうした中、ルサンチマン概念の深化及び
日本・朝鮮半島におけるルサンチマン概念の
受容や変容に関して論文を著してきた。それ
ゆえ、本研究は、補うべきところはみられる
としても、おおむねというと点では、順調に
進展していると思われる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 東アジア地域の思想・文化におけるルサン
チマン研究の最終年度としては、第一に中国
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文化圏におけるルサンチマン概念の受容と
変容に関して論攷化をめざしたい。それにあ
たっては、中国における「報怨以徳の思想」
を手がかりに考究をすすめるが、典拠となる
『老子』第 64 章にある「怨みに報ゆるに徳
をもってす」から、怨みに怨みをもってのぞ
むならば生じるであろう怨みの連鎖を断ち
切った言葉といわれる、1945 年 8 月 15 日中
華民国政府総統蒋介石の布告までを俯瞰し、
中国思想にみられるルサンチマン概念の受
容と変容を考える。次に、日本・朝鮮半島に
おけるルサンチマン概念の受容と変容の考
究をさらに進展させる。日本におけるルサン
チマン概念の変容として「怨霊信仰」の研究
を主題化してきたが、平安末期・鎌倉初期以
降の時代において論攷化を試みたい。朝鮮半
島に関しては、朝鮮王朝の儒教受容と事大主
義の結びつきのもとで、ルサンチマン概念の
変容を考究し論攷化を試みたい。さらに、現
在進行形で存在する東アジア地域における
政治的問題、経済的問題解決への一里塚とな
るべく、文明論的診断とそれに基づく具体的
提言につなげたい。 
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